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令和5年9月定例会の概要①(速報版) 

■発行：名古屋市会
編集委員会 

■電話番号：972-2094

○会期：９月11日～10月11日(31日間)  ○市長提出案件：34件、議員提出議案：7件

■市長提出案件
物価高騰への対応などに関する補正予算を可決

１ 「令和５年度名古屋市一般会計補正予算（第3号）」及び 
「令和５年度名古屋市公債特別会計補正予算（第2号）」 

 いずれも全会一致により原案どおり可決 

【物価高騰への対応】                                  （1万円未満は四捨五入）
中小企業価格転嫁促進事業
物価高騰の影響を適切に価格転嫁できていない中小企業者に対し、価格転嫁に向け
た取り組みを促進するため、支援金を支給

12億3,000万円

【その他】                                                               (1万円未満は四捨五入)
平和コミュニティセンターの建設
物価高騰等による工事費の増嵩に伴う増額 3,300万円
地域商業機能複合化推進事業助成
有松地区の活性化につながる施設整備等に対して、国の補助事業を活用し助成 3,000万円
商店街にぎわいづくり事業助成
商店街の活性化及び商店街での消費喚起につなげる商店街まつりの規模の拡大に
伴う助成の増額

2,100万円

総合リハビリテーションセンターの改修
令和７年４月を目標に検討が進んでいる運営主体の変更に向けた総合リハビリテ
ーションセンター附属病院の改修工事 

7,700万円
債務負担行為(※)
12億4,300万円

ガイドウェイバス志段味線の設備改修費等補助
新たな設備改修等が必要となったことに伴う補助の増額 3,800万円
子どもの転落防止のための補助錠の配付
６歳未満の子どもがいる世帯に対し、窓等に設置する補助錠を配付することなどに
より啓発

1億4,000万円

学校設備等の改修
法定点検の結果に基づく設備等の改修 3億2,667万円

・公立保育所のリニューアル改修(工期の遅れに伴う改修工事費及び仮設園舎の賃借料の減額)(△3億9,855万円) 
※債務負担行為…複数年度にわたる契約の締結などにより、翌年度以降に債務を負う内容をあらかじめ予算で

定めておくものです。

２ 「名古屋市福祉有償運送運営協議会条例の一部改正について」など14件 
 いずれも全会一致により原案どおり可決 

・14件は次のとおりです。
●名古屋市福祉有償運送運営協議会条例の一部改正 ●名古屋市保健衛生関係手数料条例等の一部改正
●名古屋市立学校設置条例の一部改正        ●火災予防条例の一部改正    ●契約の締結   
●契約の一部変更(2件)    ●指定管理者の指定(2件)     ●名古屋港内の公有水面埋立て(2件)  
●市道路線の認定及び廃止  ●名古屋金城ふ頭アリーナ条例の制定
●名古屋市総合リハビリテーションセンター条例の一部改正



３ 「教育委員会の委員選任について」    全会一致により同意 

令和4年度決算認定案17件について「認定」または「可決及び認定」

4 「令和4年度名古屋市一般会計歳入歳出決算の認定について」など8件 
 いずれも賛成多数により認定または原案どおり可決及び認定 

5 「令和4年度名古屋市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について」など9件 
 いずれも全会一致により認定または原案どおり可決及び認定 

�令和4年度決算認定案の審査の概要は、「令和5年9月定例会の概要②(速報版)」に掲載しています。 
■議員提出議案
１ 「決議・意見書」(7件)       いずれも全会一致により原案どおり可決 
・次の7件の決議・意見書は、いずれも全会一致により原案どおり可決しました。 

●北朝鮮の弾道ミサイル等の発射に抗議する決議
恒久平和を実現し、市民の生命と財産を守る立場から、北朝鮮に対し厳重に抗議するとともに、
核・ミサイル・拉致問題といった諸懸案の包括的な解決に向け具体的な行動をとるよう強く求め
るものです。 
●港湾におけるサイバーセキュリティー対策の強化に関する意見書

港湾におけるサイバーセキュリティー対策の強化に向けた措置を速やかに講ずるよう強く要望
するものです。 
●豪雨対策のさらなる推進を求める意見書

庄内川の枇杷島地区狭窄部における橋梁の架け替えをはじめ、治水上重要な国直轄河川におけ
る一層の整備の推進を図ることなどを強く要望するものです。 
●食料自給率の向上に関する意見書

我が国の食料自給率の向上に向けた諸施策を強化するよう強く要望するものです。 
●少人数学級の推進、教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度の拡充に関する意見書

中学校での35人学級の早期実現や、小学校・中学校・特別支援学校におけるさらなる学級編制
の標準の引下げを図ること。また、特別支援学級においては、障害の程度を加味した学級編制の
標準とすることなどを強く要望するものです。 
●脱炭素と自然再興に貢献するサーキュラーエコノミー（循環経済）の推進を求める意見書

製品の設計、製造から廃棄、再生までのライフサイクル全般における環境負荷低減等の実現を
目指し、動静脈産業の連携による資源循環ビジネスモデルの普及を促進することなどを強く要望
するものです。 
●ブラッドパッチ療法に対する適正な診療上の評価等を求める意見書

脳脊髄液減少症の症状において、約10％は起立性頭痛を認めないとの研究結果があることを踏
まえ、起立性頭痛を伴わない場合も診療報酬算定の要件として認めることなどを強く要望するも
のです。

☞決議・意見書の全文は、市ウェブサイト(市会情報)でご覧いただけます。 

本紙は速報版です。令和5年12月に発行予定の｢市会だより｣(９月定例会特集号)もぜひご覧下さい。 
この定例会の概要(速報版)は、市ウェブサイト(市会情報)でもご覧いただけます。 
市ウェブサイト(市会情報)〔アドレス https://www.city.nagoya.jp/shikai/〕からお入り下さい。 


